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「むごい教育」のお話 
校長 中田 順一 

 

この間、徳川家康のことを特集しているテレビを見ました。ご存知の通り、江戸時代は、徳川家

が幕府を開き、約２６０年間の長きにわたり、日本を治めていた時代です。徳川家康は、その開祖

となります。 

その家康のことで、思い出したエピソードがあります。家康は、小さな大名の松平家に生まれ、

「竹千代」と名付けられました。幼いころの竹千代は、大名であった今川義元のもとに、人質とし

て送られてしまいます。義元は、早くから、幼い竹千代の秀でた才覚を見抜き、「このまま成長し

ていけば、いずれ自分にとって、面倒な相手になるに違いない。」と考えるようになりました。 

そこで、義元は、自分の家来に、「竹千代には『むごい教育』をせよ。」と命じます。 

義元の命令を受けた家来は、竹千代を厳しく鍛えました。朝は、日が昇る前から起こし、粗末な

食べ物しか与えず、剣術、武術、馬術を習わせました。また、夜には学問をさせ、一日中、休む暇

を与えませんでした。 

しばらく経った後、義元は家来を呼び、竹千代の様子を尋ねます。家来は、これまで竹千代にし

てきたことの一部始終を得意げに報告しました。すると、報告を聞いた義元は、ものすごい勢いで

家来を叱りました。 

「馬鹿者！それは『むごい教育』とは言わん。寝たいと言ったら、いつでも、いくらでも寝かせ

てやれ。朝から晩まで、海の幸や山の幸があふれる贅沢なごちそうを好きなだけ食べさせてやれ。

夏は、暑くないようにしてやれ。冬は、寒くないようにしてやれ。贅沢な着物も着せてやれ。学問

も武術も、嫌だというならやらせるな。何事も、竹千代の好き勝手にさせよ。望むものは、何でも

与えてやれ。そして、それは、それは、大事にしてやれ。」 

そして、義元は、最後にこう言いました。「そうすれば、たいていの人間は駄目になる。」 

 

さて、このお話には、子どもの「教育」に必要な要素が含まれているように思います。①贅沢を

させすぎないこと、②自分の思い通りにならない経験を積ませること、③好き嫌い関係なく取り

組ませること、④我慢をさせること、です。 

次世代を担う子どもたちを、「自立」した、健やかな人間に導くのは、私たち大人の役割です。

本校でも「学校教育目標」を、「学びあい 助けあって 自分を高める」とし、自分を高める「自

立」を重点の１つとして掲げて、日々の教育活動に取り組んでおります。 

 では、ご家庭において、お子さんを自立させるためには、どうすればよいのでしょうか。例えば、

子どもが食事の好き嫌いを言ってきたら、スマートフォンがほしいと言ってきたら、ゲームばか

りの生活だったら・・・。 

現代は、身の回りに物や食べ物、快適なものがあふれています。もしかしたら、「むごい教育」

を行うための条件が、既に揃っているのかもしれません。  

 「そのことが、本当に子どものためになるのか？」、「子どもに好きなようにさせることと、伸び

伸びと育てることは違うのではないか？」。これは私たち大人が判断しなければなりません。時に

は、たとえ子どもが嫌がっても拒否をしても、あえて「物分かりの悪い大人」を演じなくてはなら

ないときもあるのではないでしょうか。 

保護者の皆様は、いかがお考えになりますか？ 
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